
【万
葉
古
代
学
研
究
且冥
報
】

平
成
二
十
四
年
度

二
月

一
六
日

田
原
本
町
公
民
館
主
催
の

｢
記
紀

･
万
葉
歴
史
講
座
｣

(
会

場

‥
田
原
本
町
町
民
ホ
ー
ル
)
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
主
任

研
究
員

(以
下
'
井
上
研
究
員
と
略
す
)
が

｢古
事
記
と
万
葉

歌
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二
月

一
八
日

友
の
会
共
催

｢
万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢巻
三

の
世
界

(上
)
三
三
八
～
三
五
〇
番
歌
｣
を
講
義
｡

二
月
二
三
日

京
都
府
城
陽
市
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
主
催
の
文
学

講
座

(会
場

‥
城
陽
市
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
)
で
'

井
上
研
究
員
が

｢
万
葉
集
か
ら
み
る

｢世
界
｣
｣
と
題
し
て
講

演

｡

三
月

二
日

万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
に
お
い
て
'
小
倉
久
美
子

主
任
技
師

(以
下
'
小
倉
技
師
と
略
す
)
が

｢
万
葉
集
の
基
礎

知
識
｣
に
つ
い
て
講
義
｡

三
月

三
日

万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
の
実
地
研
修
Ⅱ
に
お
い
て
'

井
上
研
究
員
と
竹
本
晃
主
任
研
究
員

(以
下
'
竹
本
研
究
員
と

略
す
)
が
実
地
研
修
の
講
師
を
務
め
る
｡

三
月

七
日

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
協
会
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

｢瀬
戸

内
万
葉
紀
行
｣
の
万
葉
歌
碑
紹
介
記
事
に
つ
い
て
'
井
上
研
究

貞
'
竹
本
研
究
員
'
小
倉
技
師
が
執
筆
協
力

(本
州
四
国
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
で
無
料
配
布
)
0

三
月

八
日

第
七
回
委
託
共
同
研
究

｢伎
楽
面

･
舞
楽
面

･
能
面

･
狂
言
面

の
比
較
研
究
｣

(研
究
代
表
者

‥
見
市
泰
男
氏

･
京
都
嵯
峨
芸

術
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
/
能
面
打
師
)
の
第
五
回
共
同
研

究
会
を
開
催
｡

三
月

九
日

第

一
九
回
万
葉
古
代
学
東
京
講
座
で
'
井
上
研
究
員
が

｢
日
本

演
劇
史
'
伎
楽
に
は
じ
ま
る
｣
と
題
し
て
講
演
｡

三
月

一
五
日

『万
葉
古
代
学
研
究
年
報
』
第

一
言
了
を
発
行
｡

三
月

一
八
日

友
の
会
共
催
講
座

｢
万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
研
究
員
が

｢巻
三
の
世
界

(上
)
三
五

一
～
三
六
三
番
歌
｣
を
講
義
｡

三
月
二

一
日

奈
良
県

｢記
紀

･
万
葉
プ
ロ
ジ
エ
ク
ー
｣
推
進
チ
ー
ム
会
議
に
､

井
上
研
究
員
が
出
席
｡

三
月
二
二
日

斎
宮
歴
史
博
物
館
長
の
池
山
マ
テ
氏
お
よ
び
同
学
芸
課
長
の
榎

村
寛
之
氏
が
来
館
｡
井
上
研
究
員

･
竹
本
研
究
員
が
館
内
を
案

内
｡

三
月
二
四
日

橿
原
市
多
地
区
公
民
館
主
催
の
橿
原
市
多
地
区
地
域
学
級
講
座

(会
場

‥
橿
原
市
多
地
区
公
民
館
)
で
'
井
上
研
究
員
が

｢万

葉
集
か
ら
み
る
橿
原
｣
と
題
し
て
講
演
｡

三
月
二
五
日

登
龍
館
主
催
の
幼
年
国
語
教
育
会
講
座

(会
場

‥
た
か
つ
ガ
ー

デ
ン
)
で
'
井
上
研
究
員
が

｢
万
葉
集
の
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
｣
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と
題
し
て
講
演
｡

三
月
三
〇
日

大
神
神
社
主
催
の
三
輪
山
セ
ミ
ナ
ー

(会
場

‥
大
神
神
社
)
で
'

井
上
研
究
員
が

｢大
国
主
神
の
諸
相
｣
と
題
し
て
講
演
｡

平
成
二
十
五
年
度

四
月

二
日

一
般
展
示
室
古
典
籍
展
示
コ
ー
ナ
ー
展
示
替
え
｡

四
月

二

一日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
Ⅰ
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第

一
回
)
を
講
義
｡

四
月

一
九
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
-
1
万
葉
文
化
論
-
｣

(第
二
回
)
を
講
義
｡

四
月
二
〇
日

八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
主
催
の
歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ

｢春
の

飛
鳥
路
を
歩
-
｣
で
'
竹
本
研
究
員
が
館
内
お
よ
び
明
日
香
村

内
史
跡
の
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

奈
良
県
農
林
部
森
林
整
備
課
主
催

｢記
紀

･
万
葉
鳥
の
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
｣

(二
次
審
査
)
の
審
査
員
を
'
井
上
研
究
員
が
務

め
る
｡

四
月
二
四
日

講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
小
倉
技
師
が

｢笠
朝
臣
金
村
の

旅
の
歌

(三
六
四
～
三
六
七
番
歌
)
｣
を
講
義
｡

四
月
二
六
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第
≡
回
)
を
講
義
｡

四
月
二
八
日

友
の
会
主
催

｢
記
紀
万
葉
ウ
ォ
ー
ク
⑦

古
代
の
風
薫
る
佐

保

･
佐
紀
路
へ
｣
で
'
井
上
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

五
月

三
日

万
葉
文
化
館

｢万
葉
の
華
｣
展
開
連
講
座
と
し
て
'
小
倉
技
師

が

｢万
葉
び
と
の
華
-
花
を
ま
と
う
文
化
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

五
月

一
〇
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第
四
回
)
を
講
義
｡

五
月

一
一
日

奈
良
県
農
林
部
森
林
整
備
課
主
催

｢記
紀

･
万
葉
鳥
の
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
｣
表
彰
式
に
'
井
上
研
究
員
が
審
査
員
と
し
て
参
加
｡

五
月

二

一日

相
原
市
立
歴
史
資
料
館
主
催
の
文
化
財
講
演
会
で
'
竹
本
研
究

員
が

｢万
葉
集
と
古
代
史
の
接
点
｣
と
題
し
て
講
演
｡

五
月

一
七
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第
五
回
)
を
講
義
｡

奈
良
文
化
財
研
究
所
に
お
い
て
'
竹
本
研
究
員
が
木
簡
複
製
製

作
の
た
め
の
史
料
調
査
｡

五
月

一
八
日

友
の
会
主
催

｢記
紀
万
葉
ウ
オ
ー
ク
⑧

春
色
の
葛
城
古
道
を

ゆ
く
｣
で
､
小
倉
技
師
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

五
月

一
九
日

明
日
香
村
伝
承
芸
能
保
存
会
主
催
の
文
化
講
座

(会
場

‥
明
日

香
村
中
央
公
民
館
)
で
'
井
上
研
究
員
が

｢
『万
葉
集
』
か
ら

飛
鳥
を
考
え
る
｣
と
題
し
て
講
演
｡

五
月
二
二
日

講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
竹
本
研
究
貞
が

｢北
陸
へ
の
道

(三
六
八
～
三
七

一
番
歌
)
｣
を
講
義
｡

五
月
二
三
日

京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
'
竹
本
研
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究
員
が
木
簡
複
製
製
作
の
た
め
の
史
料
調
査
｡

五
月
二
四
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
I
l
万
葉
文
化
論
-
｣

(第
六
回
)
を
講
義
｡

五
月
三

一
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
Ⅰ
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第
七
回
)
を
講
義
｡

六
月

七
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
1
｣

(第
八
回
)
を
講
義
｡

六
月

二
二
日

一
般
展
示
室
古
典
籍
展
示
コ
ー
ナ
ー
展
示
替
え
｡

六
月

一
四
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第
九
回
)
を
講
義
｡

六
月
二
〇
日

県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
に
お
い
て
'
竹
本
研
究
員
が
木
簡
複

製
製
作
の
た
め
の
史
料
調
査
｡

六
月
二

一
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
Ⅰ
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第

1
0
回
)
を
講
義
｡

六
月
二
三
日

三
重
県
伊
賀
市
に
お
い
て
'
小
倉
技
師
が
ベ
ニ
バ
ナ
を
調
査
｡

六
月
二
六
日

講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
研
究
員
が

｢山
部
赤
人
の

春
日
野
歌

(三
七
二
～
三
七
三
番
歌
)
｣
を
講
義
｡

六
月
二
八
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第

二

回
)
を
講
義
｡

六
月
二
九
日

第
二
〇
回
万
葉
古
代
学
東
京
講
座
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢近
江

か
ら
北
陸
へ
の
旅
万
葉
｣
と
題
し
て
講
演
｡
第

一
回
夕
星
講
座

と
し
て
､
小
倉
技
師
が

｢
『万
葉
集
』
巻
1

雄
略

･
鮮
明
天

皇
代
｣
に
つ
い
て
講
義

(
い
ず
れ
も
会
場
は
奈
良
ま
は
ろ
ば

館
)
0

斎
宮
歴
史
博
物
館
学
芸
課
長
の
榎
村
寛
之
氏
'
島
根
県
立
古
代

出
雲
歴
史
博
物
館
専
門
学
芸
員
の
森
田
喜
久
男
氏
が
来
館
'
井

上
研
究
員
が
館
内
を
案
内
｡

七
月

三
日

和
泉
市
い
ず
み
の
国
歴
史
館
に
お
い
て
'
竹
本
晃
研
究
員
が
大

般
若
経
を
調
査
｡

七
月

四
日

宮
崎
県
副
知
事
の
稲
用
博
美
氏

一
行
が
来
館
'
井
上
研
究
員
が

館
内
を
案
内
｡

七
月

五
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第

二

一回
)
を
講
義
｡

京
都
薬
用
植
物
園
に
お
い
て
'
小
倉
技
師
が
研
修
に
参
加
｡

七
月

一
〇
日

桜
井
市
観
光
協
会
主
催
の
講
座

(会
場

‥
桜
井
市
立
図
書
館
)

で
'
井
上
研
究
員
が

｢記
紀
万
葉
に
み
る
桜
井
市
｣
と
題
し
て

講
演
｡

七
月

二

一日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
I
I
万
葉
文
化
論
-
｣

(第

二
二
回
)
を
講
義
｡

七
月

一
三
日

第
二

一
回
万
葉
古
代
学
東
京
講
座
で
'
井
上
研
究
員
が

｢古
風

土
記
に
景
を
よ
む
｣
と
題
し
て
講
演
｡
第
二
回
夕
星
講
座
と
し

て
'
竹
本
研
究
員
が

｢
『万
葉
集
』
巻
-

鮮
明
天
皇
代
｣
に
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つ
い
て
講
義

(
い
ず
れ
も
会
場
は
奈
良
ま
は
ろ
ば
館
)
0

七
月

一
九
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第

1
四
回
)
を
講
義
｡

七
月
二
三
日

真
美
ケ
丘
第

一
小
学
校
教
職
員

一
行
が
来
館
'
教
職
員
研
修
会

を
実
施
｡
井
上
研
究
員
が
万
葉
文
化
に
つ
い
て
講
義
｡

京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
'
竹
本
研

究
員
が
木
簡
複
製
製
作
の
た
め
の
史
料
調
査
｡

七
月
二
四
日

講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
小
倉
技
師
が

｢湯
原
王
の
旅
と

宴

(三
七
四
～
三
七
八
番
歌
)
｣
を
講
義
｡

奈
良
県

｢記
紀

･
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
推
進
チ
ー
ム
会
議
に
'

井
上
研
究
員
が
出
席
｡

七
月
二
六
日

県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
に
お
い
て
'
竹
本
研
究
員
が
木
簡
複

製
製
作
の
た
め
の
史
料
調
査
｡

七
月
三

一
日

京
都
府
与
謝
郡
与
謝
野
町
に
お
い
て
'
小
倉
技
師
が
藤
布
を
調

査
｡

八
月

二
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
特

別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
I
｣

(第

1
五
回
)
を
実
施
｡

八
月

三
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢歴
史
探
険
に

し
ゅ
っ
ぱ
っ
だ
～
｣
の
講
師
を
つ
と
め
る
｡

八
月

一
〇
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
で
'
小
倉
技
師
が

｢
万
葉
集

っ
て

な
あ
に
-
｣
の
講
師
を
つ
と
め
る
｡

八
月

一
七
日

第
七
回
委
託
共
同
研
究

｢伎
楽
面

･
舞
楽
面

･
能
面

･
狂
言
面

の
比
較
研
究
｣

(研
究
代
表
者

‥
見
市
泰
男
氏

･
京
都
嵯
峨
芸

術
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
/
能
面
打
師
)
の
第
六
回
共
同
研

究
会
を
開
催
｡

一
般
展
示
室
古
典
籍
展
示
コ
ー
ナ
ー
展
示
替
え
｡

八
月

一
八
日

美
夫
君
志
会
八
月
例
会

(会
場

‥
中
京
大
学
)
に
お
い
て
'
井

上
研
究
員
が

｢天
の
探
女
と
岩
船
｣
と
題
し
て
研
究
発
表
｡

八
月
二

一
日

｢飛
鳥
古
京
を
守
る
会
｣
議
員

一
行
が
来
館
'
井
上
研
究
員
が

館
内
を
案
内
｡

奈
良
文
化
財
研
究
所
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が
木
簡
複
製
製

作
の
た
め
の
史
料
調
査
｡

八
月
二
二
日

韓
国
前
国
土
海
洋
部
長

一
行
が
来
館
'
井
上
研
究
員
が
館
内
を

案
内
｡

八
月
二
三
日

第
八
回
委
託
共
同
研
究

｢
日
本
列
島
の
古
代
に
お
け
る
音
の
超

越
性
-
祭
紀
芸
能
の
比
較
研
究
と
音
楽

･
映
像
に
よ
る
実
践
的

研
究
の
視
座
か
ら
1
｣

(研
究
代
表
者

‥
福
岡
豊
氏
/
作

･
編

曲
家
)
の
第

一
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

八
月
二
四
～
二
六
日

奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
催

で
'
二
〇
二
二
年
度
若
手
研
究
者
支
援
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

｢注

釈
と
受
容
1

『遊
仙
窟
』
を
中
心
と
し
て
ー
｣
を
開
催
｡
二
四

日
に
万
葉
文
化
館
企
画
展
示
室
に
お
い
て
'
金
程
字
氏

(南
京
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大
学
文
学
院
域
外
漢
籍
研
究
所
副
教
授
)
に
よ
る
公
開
講
演
会

｢中
国
に
於
け
る

『遊
仙
窟
』
研
究
の
回
顧
と
展
望
｣
を
実
施
｡

二
五
日
は
奈
良
女
子
大
学
で
万
葉
語
学
文
学
研
究
会
共
催
の
研

究
発
表
会
が
'
二
六
日
は
臨
地
研
修
が
実
施
さ
れ
た
｡

八
月
二
五
日

第
二
二
回
万
葉
古
代
学
東
京
講
座
で
'
小
倉
技
師
が

｢奈
良
の

土
産
文
化
｣
と
題
し
て
講
演
｡
第
三
回
夕
星
講
座
と
し
て
'
井

上
研
究
員
が

｢
『万
葉
集
』
巻
-

皇
極

･
斉
明
天
皇
代
｣
に

つ
い
て
講
義

(
い
ず
れ
も
会
場
は
奈
良
ま
は
ろ
ば
館
)
｡

八
月
二
七
日

第
八
回
委
託
共
同
研
究

｢
日
本
列
島
の
古
代
に
お
け
る
音
の
超

越
性
-
祭
紀
芸
能
の
比
較
研
究
と
音
楽

･
映
像
に
よ
る
実
践
的

研
究
の
視
座
か
ら
-
｣

(研
究
代
表
者

‥
福
岡
ユ
タ
カ
氏
/

作

･
編
曲
家
)
の
第

一
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

吉
野
郡

(東
)
公
立
小
中
学
校
教
頭
会
の
夏
季
研
修
会
に
お
い

て
'
小
倉
技
師
が
館
内
講
座
の
講
師
を
務
め
る
｡

八
月
二
八
日

講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢坂
上
郎
女
の

神
を
祭
る
歌

(三
七
九
～
三
八

一
番
歌
)
｣
を
講
義
｡

九
月

三
日

ユ
ネ
ス
コ

｢
E
S
D

(持
続
発
展
教
育
)
の
一
〇
年
｣
歴
史
文

化
遺
産
人
材
育
成
会
議

(会
場

‥
奈
良
教
育
大
学
)
に
'
井
上

研
究
員
が
参
加
｡

明
治
学
院
大
学
の
和
気
康
太
教
授
の
館
内
視
察
に
お
い
て
'
竹

本
研
究
員
が

一
般
展
示
室
を
案
内
｡

九
月

四
日

鶴
見
大
学
の
新
沢
典
子
講
師

一
行
が
来
館
'
井
上
研
究
員
が
館

内
を
案
内
｡

九
月

八

日

奈
良
交
通
共
催
歴
史
講
座

｢飛
鳥
歴
史
紀
行
-
日
本
の
は
じ
ま

り
を
訪
ね
る
旅
｣
第
6
回
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢万
葉
集
｣
と

題
し
て
講
演
｡

九
月

一
〇
日

古
都
飛
鳥
保
存
財
団
主
催
の

｢飛
鳥
版
科
挙
｣

(飛
鳥
学
冠
位

叙
任
試
験
)
の
問
題
作
成
委
員
会
に
'
井
上
研
究
員
が
出
席
｡

九
月

二
二
日

日
本
大
学
の
梶
川
信
行
教
授

一
行
が
来
館
､
井
上
研
究
員
が
館

内
を
案
内
｡

九
月
二

一
日

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
主
催
の

｢記
紀

･
万
葉
に
親
し
む
｣
講
座

(会
場

‥
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
名
古
屋
栄
サ
ロ
ン
)
で
'
井
上

研
究
員
が

｢記
紀

･
万
葉
の
ふ
る
さ
と
｣
と
題
し
て
講
演
｡

九
月
二
五
日

講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
研
究
員
が

｢筑
波
山
に
登

る
歌

(巻
三

･
三
八
二
～
三
八
四
番
歌
)
｣
を
講
義
｡

九
月
二
六
日

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー

(名
古
屋
校
)

一
行
が
来
館
､
井
上
研
究
員

が
館
内
を
案
内
｡

九
月
二
八
日

友
の
会
主
催

｢記
紀
万
葉
ウ
オ
ー
ク
⑨

バ
ス
ツ
ア
ー

イ
ワ

レ
ピ
コ
･
天
皇
へ
の
道
を
辿
る
｣
で
'
小
倉
技
師
が
引
率
講
師

を
務
め
る
｡

一〇
月

二
日

万
葉
文
化
館
地
下

1
階
に
て
'
企
画
展

｢公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢万
葉
古
代
学
の
飛
鳥
｣
関
連
展
示
｣
を
開
催

(会
期

‥
一
〇
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月
二
日
～
一
一
月
二
四
日
)

一
〇
月

三
日

古
都
飛
鳥
保
存
財
団
主
催
の

｢飛
鳥
版
科
挙
｣

(飛
鳥
学
冠
位

叙
任
試
験
)
の
問
題
作
成
委
員
会
に
､
井
上
研
究
員
が
出
席
｡

一〇
月

六
日

第

一
〇
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢万
葉
古
代
学
の
飛
鳥
｣
を
開

催
｡
寺
川
異
知
夫
氏

(元
万
葉
古
代
学
研
究
所
長

･
同
志
社
女

子
大
学
特
任
教
授
)
研
究
代
表
に
よ
る
第
四
回
主
宰
共
同
研

究

｢
飛
鳥
か
ら
の
発
信
-

万
葉
古
代
学
の
地
平
-

｣

(平
成

二
三

･
二
四
年
度
実
施
)
の
成
果
報
告
と
し
て
実
施
｡
北
村
辰

治
万
葉
文
化
館
副
館
長
に
よ
る
開
催
挨
拶
の
後
'
は
じ
め
に
共

同
研
究
の
概
略
を
上
野
誠
氏

(元
万
葉
古
代
学
研
究
所
副
所

長

･
奈
良
大
学
教
授
)
が
'
続
い
て
基
調
報
告
と
し
て

｢飛
鳥

京

(あ
す
か
の
み
や
こ
)の
場
所
論

(ー
ポ
ロ
ジ
ー
)
｣
阿
部

一
氏

(東
洋
学
園
大
学
教
授
)
'

｢詩
作
の
場
､
発
表
の
場
-

『声
の
文
化
』
と

『文
字
の
文
化
』
と
の
関
係
で
-
｣
高
橋

孝
信
氏

(東
京
大
学
大
学
院
教
授
)
'

｢
『大
槻
』
と

『飛

鳥
』
｣
辰
巳
和
弘
氏

(元
同
志
社
大
学
教
授
)
'

｢明
日
香
の

古
代
-
万
葉
歌
に
み
る
持
続
朝
以
前
｣
犬
飼
公
之
氏

(元
宮
城

学
院
女
子
大
学
教
授
)
が
報
告
さ
れ
た
｡
そ
の
後
'
寺
川
鼻
知

夫
氏
に
よ
る

｢石
の
飛
鳥
に
つ
い
て
の
一
つ
の
見
解
｣
の
報
告

と
と
も
に
'
上
記
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
井
上
研
究
員
'
竹
本
研

究
員
､
小
倉
技
師
を
も
交
え
た

｢
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
｣
が
実
施
さ
れ
た
｡

一
〇
月
一
〇
月

高
崎
市
教
育
委
員
会
の
協
力
で
'
竹
本
研
究
員
が
同
市
の
金
井

沢
碑
を
調
査

(公
益
財
団
法
人
由
良
大
和
古
代
文
化
研
究
協
会

平
成
二
五
年
度

｢大
和
の
古
代
文
化
｣
調
査
研
究
助
成
)
0

1
0
月
1
七
日

エ
ヌ
･
ア
イ

･
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
発
行

『naran
to』
の

｢吉
野
特

集
｣
取
材
に
'
井
上
研
究
員
が
対
応

(二
〇
一
四
年
春
号
掲
載

予
定
)
0

一
〇
月
一
八
日

兵
庫
大
学
主
催
の
公
開
講
座

(会
場

‥
兵
庫
大
学
)
で
'
小
倉

技
師
が

｢万
葉
び
と
の
衣
文
化
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
〇
月
二
三
日

講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
小
倉
技
師
が

｢仙
柘
枝
の
歌

(三
八
五

⊥
二
八
七
番
歌
)
｣
を
講
義
｡

1
0
月
二
四
日

エ
ヌ
･
ア
イ

･
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
発
行

『nar
an
to』
の

｢吉
野
特

集
｣
取
材
に
､
井
上
研
究
員
が
対
応

(二
〇
一
四
年
春
号
掲
載

予
定
)
0

一
〇
月
二
六
日

か
ぎ
ろ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
主
催
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

(ラ

ジ
オ
講
座
)
で
'
井
上
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め

｢記
紀
万
葉

で
た
ど
る
天
の
香
具
山
と
磐
余
｣
と
題
し
て
講
義
｡

一
〇
月
三
一
日

奈
良
県

｢記
紀

･
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
推
進
チ
ー
ム
会
議
に
'

井
上
研
究
員
が
出
席
｡

二

月

三
日

第
五
五
回
万
葉
古
代
学
講
座
お
よ
び
'
兵
庫
大
学

･
万
葉
文
化

館
共
催
の
公
開
講
座
と
し
て
'
井
上
研
究
員
が

｢出
雲
国
風
土
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記
と
古
事
記
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二

月

四
日

友
の
会
主
催

｢記
紀
万
葉
ウ
オ
ー
ク
⑲

錦
秋
の
龍
田
大
社
へ

平
群
谷
を
歩
-
｣
で
'
竹
本
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

二

月

五
日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
主
催
の

｢明
日
香
学
講
座
｣

(会
場

‥
奈

良
芸
術
短
期
大
学
)
で
'
井
上
研
究
員
が

｢明
日
香

(飛
鳥
)

と
万
葉
集

(
一
)
｣
を
講
義
｡

二

月
二
一日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
主
催
の

｢明
日
香
学
講
座
｣

(会
場

‥
奈

良
芸
術
短
期
大
学
)
で
､
井
上
研
究
員
が

｢明
日
香

(飛
鳥
)

と
万
葉
集

(二
)
｣
を
講
義
｡

二

月
1
六
日

京
都
府
城
陽
市
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
主
催
の
文
学

講
座

(会
場

‥
城
陽
市
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
)
で
'

井
上
研
究
員
が

｢万
葉
よ
も
や
ま
話
-
城
陽
市
の
万
葉
歌
碑
か

ら
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二

月
一
九
日

朝
日
新
聞
社
の

｢飛
鳥
京
苑
池
遺
構
｣
に
関
す
る
万
葉
文
化
に

つ
い
て
の
取
材
に
'
井
上
研
究
員
が
対
応
｡

二

月
二
〇
日

講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢若
宮
年
魚
麿

の
諦
む
帝
旅
歌

(三
八
八
～
三
八
九
番
歌
)
｣
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
主
催
の

｢
や
ま
と
ま
は
ろ
ば
学
｣

(会
場

‥
奈

良
県
立
大
学
)
で
'
井
上
研
究
員
が

｢奈
良
の
文
化
-
古
代
文

学
の
愉
し
み
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二

月
二
四
日

ユ
ネ
ス
コ

｢
E
S
D

(持
続
発
展
教
育
)
の
一
〇
年
｣
歴
史
文

化
遺
産
人
材
育
成
奈
良
会
議
の
関
連
事
業

｢
E
S
D
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
Ⅲ
｣
で
'
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
集
で
め
ぐ
る
明
日
香
の

魅
力
｣
と
題
し
て
講
義
L
t
明
日
香
村
内
を
案
内
｡

二

月
二
六
日

万
葉
研
究
会
よ
ろ
づ
は
会

(埼
玉
県
)

一
行
が
来
館
L
t
井
上

研
究
員
が
館
内
講
座
の
講
師
を
務
め
る
｡

万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
主
催
の
研
修

｢伊
勢
斎
宮
へ

の
道
｣
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢泊
瀬
斎
宮
に
つ
い
て
｣
お
よ
び

｢
『万
葉
集
』
に
お
け
る
石
川
郎
女
の
分
類
｣
を
講
演
｡

二

月
二
八
日

N
P
O
奈
良
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
大
学
主
催
の
特
別
講
座

｢奈
良
の

歴
史
講
座
｣
で
'
井
上
研
究
員
が

｢女
性
が
拓
い
た
奈
良
｣
と

題
し
て
講
演
｡

二

月
二
九
日

ユ
ネ
ス
コ

｢
E
S
D

(持
続
発
展
教
育
)
の

一
〇
年
｣
歴
史
文

化
遺
産
人
材
育
成
会
議

(会
場

‥
奈
良
教
育
大
学
)
に
'
井
上

研
究
員
が
出
席
｡

一
般
展
示
室
古
典
籍
展
示
コ
ー
ナ
ー
展
示
替
え
｡

二
一月

一
日

奈
良
大
学

･
古
都
飛
鳥
保
存
財
団
連
携
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

｢記

紀
万
葉
の
飛
鳥
を
歩
-
～
万
葉
人
に
思
い
を
馳
せ
て
･
Ⅱ
～
｣
に

お
い
て
'
井
上
研
究
員
が
上
野
誠
氏

(奈
良
大
学
教
授
)
と
と
も

に
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

二
万

二
日

日
本
史
研
究
会
古
代
史
部
会

(会
場

‥
機
関
誌
会
館
)
に
お
い

て
､
小
倉
技
師
が

｢
日
本
古
代
に
お
け
る
諒
闇
の
特
質
｣
と
題
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し
て
研
究
発
表
｡

二
万

五
日

第
七
回
委
託
共
同
研
究

｢伎
楽
面

･
舞
楽
面

･
能
面

･
狂
言
面

の
比
較
研
究
｣

(研
究
代
表
者

‥
見
市
泰
男
氏
/
能
面
打
師

･

京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
)
の
第
七
回
共
同
研

究
会
を
開
催
｡

二
一月
一
〇
日

古
都
飛
鳥
保
存
財
団
主
催
の

｢飛
鳥
版
科
挙
｣

(飛
鳥
学
冠
位

叙
任
試
験
)
の
問
題
作
成
委
員
会
に
'
井
上
研
究
員
が
出
席
｡

二
万

一
四
日

斎
宮
歴
史
博
物
館

･
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

･
万
葉

文
化
館
共
催
の
三
館
連
携
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢伊
勢

･
出

雲

･
飛
鳥
研
究
の
最
前
線
｣
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢飛

鳥
の
イ
メ
ー
ジ
ー
万
葉
古
代
学
の
視
点
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二
一月
一
七
日

奈
良
市
生
涯
学
習
財
団
の
シ
ニ
ア
か
ら
の
教
養
講
座

(於
'
奈

良
市
平
城
東
公
民
館
)
に
お
い
て
､
小
倉
技
師
が

｢基
礎
か
ら

学
ぶ

〝風
土
記

二
二
〇
〇
年
″
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二
一月
一
八
日

講
座

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
井
上
研
究
員
が

｢誓
愉
歌
に

つ
い
て

(巻
三

･
三
九
〇
～
三
九
四
番
歌
)
｣
を
講
義
｡

二
一月
一
九
日

第
八
回
委
託
共
同
研
究

｢
日
本
列
島
の
古
代
に
お
け
る
音
の
超

越
性
-
祭
紀
芸
能
の
比
較
研
究
と
音
楽

･
映
像
に
よ
る
実
践
的

研
究
の
視
座
か
ら
-
｣

(研
究
代
表
者

‥
福
岡
ユ
タ
カ
氏
/

作

･
編
曲
家
)
の
第
二
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

二
一月
二
三
日

第
五
六
回
万
葉
古
代
学
講
座
お
よ
び
'
兵
庫
大
学

･
万
葉
文
化

館
共
催
の
公
開
講
座
と
し
て
'
小
倉
技
師
が

｢播
磨
国
風
土
記

と
飛
鳥
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
月

一
八
日

奈
良
ま
は
ろ
ば
館
主
催
の

｢土
曜
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
｣
で
'

井
上
研
究
員
が

｢万
葉
歌
か
ら
日
本
の
神
話
を
考
え
る
①

万

葉
歌
に
詠
ま
れ
た
神
々
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
月

一
九
日

奈
良
ま
は
ろ
ば
館
主
催
の

｢
日
曜
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
｣
で
､

井
上
研
究
員
が

｢
は
じ
め
て
の

『古
事
記
』
-
命
の
は
じ
ま
り

の
物
語
を
読
む
I
①

は
じ
ま
-
の
神
話
｣
と
題
し
て
講
演
.

一
月
二
二
日

講
座

｢
万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
小
倉
技
師
が

｢紫
草
と
悲

(三
九
五
～
四
〇
〇
番
歌
)
｣
を
講
義
｡

一
月
二
六
日

桜
井
市
観
光
協
会
主
催
の

｢万
葉
講
座
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
｣
に

お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢記
紀
万
葉
に
み
る
忍
阪

･
倉
橋
｣

と
題
し
て
講
演
｡

一
月
二
七
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
主
催
の
特
別
講
義
に
お
い
て
'
井
上
研
究

員
が

｢古
代
の
生
と
死
､
病
と
医
｣
と
題
し
て
講
義
｡

一
月
三

一
日

奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ
の
会
主
催
の
万
葉
講
座
に
お
い
て
'

小
倉
技
師
が

｢平
安
時
代
の
平
城
｣
と
題
し
て
講
演
｡

※
肩
書
き

･
題
目
な
ど
は
'
す
べ
て
当
時
の
も
の
｡
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◆
専
任
研
究
員
の
お
も
な
業
績

(平
成
二
十
五
年
二
月
～
平
成
二
十
六
年

一
月
)

井
上

さ
や
か

[研
究
論
文
]

O
｢
『万
葉
集
』
と

｢
伎
楽
｣
-
奈
良
の
文
化
資
源
を
掘
り
起
こ
す
-
｣

(
｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
十

一
号
)
平
成
二
十
五
年
三
月

O
｢
《
常
葉
集
》
的
世
界
観
探
討
-

開
於
域
外
地
名
和
国
境
意
識
｣

〔訳

‥

貫
天
勇
〕

(王
暁
平
編

『国
際
中
国
文
学
研
究
叢
刊
』
第
二
集
)
上
海
古
籍

出
版
社
'
平
成
二
十
五
年
十
月

[評
論
な
ど
]

○
新
刊
紹
介

｢梶
川
信
行
氏
著
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
日
本
歌
人
選
0-1

『額
田
王
と
初

期
万
葉
歌
人
』
｣

(
｢美
夫
君
志
｣
八
五
号
)
'
平
成
二
五
年
二
月

○
平
成

23
年
国
語
国
文
学
の
動
向

･
上
代
韻
文

｢
二
十

一
世
紀
も
十
年
過
ぎ

て
｣

(
｢文
学

･
語
学
｣
二
〇
六
号
'
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
)
'
平
成

二
十
五
年
七
月

[研
究
発
表
]

O

｢天
の
探
女
と
岩
船
｣

(美
夫
君
志
会
八
月
例
会
)
平
成
二
十
五
年
八
月

[そ
の
他
]

O
｢万
葉
集
を
訪
ね
て

第
〓
回

宇
智
の
大
野
｣

(
｢県
民
だ
よ
り
奈
良
｣

二
〇
二
二
年
二
月
号

〔第
三
二
〇
号
〕
'
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)
'
平
成

二
十
五
年
二
月

O

｢お
す
す
め
万
葉
歌
｣

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
五
年
二
月
)

O
｢神
々
に
捧
ぐ
歌
｣

(M
s
ム
ッ
ク

『日
本
の
神
様
-
伊
勢
と
出
雲
の
神
域

め
ぐ
り
』
)
メ
デ
ィ
ア
ソ
フ
ト
'
平
成
二
十
五
年
五
月

O
｢は
じ
め
て
の
古
事
記

第

1
話

は
じ
ま
り
の
神
話
｣

(
｢県
民
だ
よ
り

奈
良
｣
二
〇
二
二
年
五
月
号

〔第
三
二
三
号
〕
'
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)
へ

平
成
二
十
五
年
五
月

O
｢お
す
す
め
万
葉
歌
｣

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
五
年
五
月
)

O
｢は
じ
め
て
の
古
事
記

第
2
話

生
と
死
の
は
じ
ま
-
｣

(
｢県
民
だ
よ

-
奈
良
｣
二
〇
二
二
年
六
月
号

〔第
三
二
四
号
〕
'
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)
'

平
成
二
十
五
年
六
月

O

｢奈
良
の
万
葉
古
代
学

咲
-
花
の
匂
ふ
が
ご
と
-
｣

(
｢朱
雀
｣
五
四
号
'

な
ら

･
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
)
'
平
成
二
十
五
年
七
月

O
｢は
じ
め
て
の
古
事
記

第

3
話

太
陽
の
神
様
と
天
の
岩
屋
｣

(
｢県
民

だ
よ
-
奈
良
｣
二
〇
二
二
年
七
月
号

〔第
三
二
五
号
〕
'
奈
良
県
広
報
広
聴

課
)
'
平
成
二
十
五
年
七
月

O
｢お
す
す
め
万
葉
歌
｣

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
五
年
八
月
)

O
｢は
じ
め
て
の
古
事
記

第
4
話

ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
｣

(
｢県
民
だ
よ
-
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奈
良
｣
二
〇
二
二
年
八
月
号

〔第
三
二
六
号
〕
'
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)
'

平
成
二
十
五
年
八
月

O
｢
グ
ル
メ
ー
江
戸
時
代
か
ら
続
-

ク美
味
い
も
の
″
め
ぐ
り
｣

｢文
学
-

〝歴
代
の
都
″

を
措
い
た
名
作
の
数
々
｣

｢万
葉
散
歩
-

『万
葉
集
』
に
詠

ま
れ
た
故
地
を
た
ど
る
｣

｢名
所
散
歩
-
春
夏
秋
冬
に
ぜ
ひ
訪
れ
た
い
名

所
｣

(松
尾
光
編

『近
鉄
沿
線
謎
解
き
散
歩
』
)
K
A
D
O
K
A
W
A
t
平

成
二
十
五
年
十
月

O
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る

(29
)

風
速
の
嘆
き
の
霧
｣

(
｢天
飛
ぶ
｣

三
七
号
'
万
葉
文
化
館
友
の
会
)
'
平
成
二
十
五
年
十

一
月

O

｢お
す
す
め
万
葉
歌
｣

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
五
年
十

一
月
)

[そ
の
他
]

O
｢記
紀
万
葉
の
故
地
3
｣

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
五
年
四
月
)

O

｢記
紀
万
葉
の
故
地
4
｣

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
五
年
七
月
)

O
｢
万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る

(28
)

出
雲
国
の
欧
字
の
海
｣

(
｢天
飛

ぶ
｣
三
六
号
'
万
葉
文
化
館
友
の
会
)
'
平
成
二
十
五
年
七
月

O
｢記
紀
万
葉
の
故
地
5
｣

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
五
年
十
月
)

O

｢奈
良
の
万
葉
古
代
学

平
城
京
の
禅
院
寺
と
飛
鳥
｣

(
｢朱
雀
｣
五
五
号
'

な
ら

･
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
)
'
平
成
二
十
五
年
十
月

O
｢
は
じ
め
て
の
古
事
記

第

8
話

建
波
適
安
王
の
反
乱
と
少
女
の
歌
｣

(
｢県
民
だ
よ
り
奈
良
｣
二
〇
二
二
年

二

一月
号

〔第
三
三
〇
号
〕
'
奈
良

県
広
報
広
聴
課
)
'
平
成
二
十
五
年

二

一月

O

｢記
紀
万
葉
の
故
地
6
｣

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
六
年

一
月
)
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竹
本

晃

[研
究
論
文
]

O
｢磯
越
道
な
る
能
登
瀬
川
｣

(
｢万
葉
古
代
学
研
究
年
報
｣

一
一
号
)
'
平

成
二
十
五
年
三
月

O
｢古
代
和
泉
の
開
発
｣

(和
泉
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

『和
泉
市
の
歴
史
6

テ
ー
マ
叙
述
編
Ⅰ

和
泉
市
の
考
古

･
古
代

･
中
世
』
和
泉
市
)
'
平
成

二
十
五
年
三
月

小
倉
久
美
子

[研
究
論
文
]

O
｢弔
問
歌
の
形
成
1

｢君
｣
の
用
法
に
着
目
し
て
I
｣

(
｢万
葉
古
代
学
研

究
年
報
｣

一
一
号
)
'
平
成
二
十
五
年
三
月

[研
究
発
表
]



O
｢
日
本
古
代
に
お
け
る
諒
闇
の
特
質
｣

(日
本
史
研
究
会
古
代
史
部
会
)
平

成
二
十
五
年

二

一月

[そ
の
他
]

O

｢
万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る

(
27
)

武
蔵
野
の
景
観
｣

(
｢天
飛
ぶ
｣

三
五
号
'
万
葉
文
化
館
友
の
会
)
'
平
成
二
十
五
年
三
月

O
｢歌
碑
め
ぐ
り
4
｣

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
五
年
六
月
号
)

O
｢
『万
葉
集
』
の
昆
虫

･
鳥
｣

(
｢
万
葉
図
書

･
情
報
室
だ
よ
り
｣
三
六

号
)
平
成
二
十
五
年
七
月

O

｢歌
碑
め
ぐ
り
5
｣

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
五
年
九
月
号
)

O
｢は
じ
め
て
の
古
事
記

第
5
話

大
国
主
神
と
稲
羽
の
素
菟
｣

(
｢県
民

だ
よ
-
奈
良
｣
二
〇
二
二
年
九
月
号

〔第
三
二
七
号
〕
'
奈
良
県
広
報
広
聴

課
)
'
平
成
二
十
五
年
九
月

O
｢
は
じ
め
て
の
古
事
記

第
6
話

日
向
三
代
の
結
婚
と
出
産
｣

(
｢県
民

だ
よ
り
奈
良
｣
二
〇
二
二
年

一
〇
月
号

〔第
三
二
八
号
〕
'
奈
良
県
広
報
広

聴
課
)
'
平
成
二
十
五
年

一
〇
月

O
｢
は
じ
め
て
の
古
事
記

第
7
話

神
武
天
皇
の
東
征
｣

(
｢県
民
だ
よ
り

奈
良
｣
二
〇
二
二
年

一
一
月
号

〔第
三
二
九
号
〕
'
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)

平
成
二
十
五
年

一
一
月

O

｢歌
碑
め
ぐ
-
6
｣

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
五
年

二

一月
号
)

O

｢は
じ
め
て
の
古
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